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今月のお知らせ：「里ネット」平成 20 年度忘年会及び第 1 回観察会実施  

 【今月の活動報告】   【次回の活動予定】   【今月のレポート】   【お知らせ/募集】   
 

 

 
11 月の様子  
 
 
 

【今月のお知らせ】 

 会員の皆様 

今月は、メンバーメールでお知らせしましたように、                                 

「里ネット」平成 20 年度忘年会と第 1 回観察会 を、11 月 22 日（土）23 日（日）に、 

秩父の「おおたき こまどり荘」にて実施いたします。                                   

観察会はお天気次第でコースを変更する予定ですが、いずれも神座先生に講師をお

願いしての会となります。                                                  

12 月の通信でご報告する予定です。お楽しみに。 

                           事務局 

 



 

【今月の活動報告】 
 

１１月２日（日）１０：００より１５：３０まで  下富第３フィールド作業 
参加者／小林、渡部、福原、吉田あ、杉山、豊島、北村（光）、吉田（春日部）、緑川

（敬称略） 

賛助会員 2 名入会  （久保田弘幸さん、相子知子さん）                                 

  

新しいフィールドで初めて焚き火をしました。                             

植物のことを気にしながら小規模に行ったので、お芋がなかなか焼き上がらず、3 時のおや

つになってしまいましたが、やはり「冬のお楽しみ」です。 
春日部の吉田さんのご紹介で、新人お二人が賛助会員に加わりました。（待望の若手です。） 

 

今回はフィールドを Ａ.手を入れるエリア B.手は入れず残すエリア に分割しました。 
Ａエリアにコドラートを移動設置してコナラ・山桜を残し、エゴ・リョウブ等の伐倒処理作業を行

いました。 

 

    森林保全活動副担当 緑川 

 
 
 
 
 

 
１２月７日（日）１０：００より     下富第３フィールド作業予定 
 

新たなコドラートエリアを設けましたので、枯損木―特にヤマザクラやエゴノキの処理を行いた

いと思います。 
皆さんと話し合いのなかで作業していきたいと思っています。 

そろそろ木枯らしの吹くころ、今年も美味しい？お芋が焼けました。 

お楽しみに、ご参加下さい。 

参加・不参加のご連絡を事前にメンバーメールでお送り下さい。 
 
 

森林保全活動担当 伊藤・緑川 
 
 
  
 
         

【次回の活動予定】 



 

 
第 1 フィールドのリンドウ 

 

   
        

      誰の仕業でしょう？ 

2008.11.2 撮影 
 

 
【今月のレポート】 

 
今月は小林さんより、秩父贄川宿縁側展のレポートをいただきました。 
 
 

贄川宿 縁側展にて                    2008 年 11 月 11 日 小林秀夫  
 

今年の８月と１０月に秩父市の柴原温泉を訪れました。その２回目の帰り際に、宿の女将さん

から「１１月の第２の土日に隣の贄川宿で縁側展があるんですよ」と教えられ、また泊りがけで来

てみようかと思いました。生憎にその当日宿は満席との事、それで９日だけの日帰りで歩いてみ

ました。 
 時雨がいつ落ちてもおかしくないほどの天候で終日の寒さがあったのですが、大勢の人出が

あり展示されている作品にも暖かなものを感じることができました。 
拙い写真ですが、会員の皆様にお届けします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

     〈荒川に架かる白川橋からの渓谷紅葉〉  

 

    

 

 

 

〈柿の実もオブジェとして飾られている〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈昔、縁側は気軽な接待の場であった〉 

 

 

 

 

  

   〈宿場の路地を抜けて熊倉山方面の風景〉                                               

 

 

〈作品の脇に座り、気軽に説明する作者〉                 〈秋の草木の彩りが会場に映える〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈地元の荒川西小学校児童の作品展示〉         〈宿場の路地を抜けて熊倉山方面の風景〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈地元の子供屋台はやしの皆さん〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ポスターの表紙を飾った作品〉  

 

 

 

〈白壁に映える草木の飾付〉 

 



 

【お知らせ/募集】 

 
「アンケートのお願い」 

 
先月、皆様に事務局からアンケートのお願いをお送りしました。 

今後の「里ネット」の活動の参考にさせていただきたいと思っております。 
お忙しいとは思いますが、１１月末日までにご返信をお願いいたします。 
ご協力、よろしくお願いいたします。 

事務局 
 
 
 
 
 
 

 

編集後記 
 

ミモザ（ギンヨウアカシア） 
  
ミモザ（植木屋で書いてあった名）の黄金色に誘われて門の脇に植えてみた。 

小さな黄色い花が風にゆられて♪♪♪・・などと夢見ていたらみるみる大きく育ち、 

枝はあちらこちら伸び放題「よし枝打ちをやってみよう」とはりきりミモザもスッキリして 

「やれやれ」 

１ヶ月、２ヵ月 なんと前よりも枝は繁り、たれ下がったり、はねあがったりで見るもうっとうしくな

ってしまいました。 

「またもじゃもじゃの葉の中に頭から入って行かなければならないトホホ・・・」 
  
木の生長と剪定時期を考えて手入れをするべきでした。計画性のまったくない私でした。 
  

                            事務局緑 

 

 
 
 
 
 

季節の言葉 
大雪（たいせつ）・・・二十四節気の一つで、12 月 7 日頃をいう。 
冬至（とうじ）・・・二十四節気の一つで、12 月 22 日頃をいう。1 年のうちで日がもっとも短い。 
霜花（しもばな）・・・寒い冬の夜窓硝子にできる氷の花模様。 
山眠る（やまねむる）・・・落葉してしまった山々が、冬の日差しの中で静まりかえっている様。 
山茶花（さざんか）・・・ツバキ科の常緑小高木、10 月～12 月に花をつける。花言葉は「無垢」。 
千両（せんりょう）・・・センリョウ科の常緑小低木、縁起物として正月に使われる。 

花言葉は「恵まれた才能」 
あ 

 
 


